
相模海軍工廠・寒川と平塚にあった秘密毒ガスェ場

20鑢年 9月神奈川県寒り|1町で毒ガス被害が出
ました。寒ノ||にあった旧海軍の秘密毒ガスェ巌角
のI事現場から「ぴらん性毒ガス・ィペジット(マ
スタード)Jと 「催涙ガス・クロロアセトフェプ
ンJの入ったビール瓶が発見されましたが、そめ
際工事関係者 11名が負傷しました。そのうち l
名から染色体異常が見つかってぃます。その後
「びらん性毒ガス .ルイサィト」の入ちた瓶も発
見され総数は、802本 (2oo4年 3月 31日現在)
にのξゴリます。そして昨年 3月茨城県神栖貯で「毒
ガスの嘔吐廟 (く しゃみ剤)」 によ

・
る有機ヒ素化

合物によって地下水が汚染され住民に重大な健
康被害が出ました。水質検査によれば環境基準の
450～ 17,Ooo倍の有機ヒ素化合物が検出され被害
は拡大してぃます。更に4月神剰 |1県平塚市のェ
事現場から旧海軍の使った「硫酸ビン 範幕とし
て使用)」、土壌からマスタード (イペリットのこ
と)、 くしゃみ剤の毒ガス成分、致死性の青酸 (シ
イン化水素)も検出された。総数は445個 (2oo4
年 3月 31日 まで)、 現場は、相模海軍ェ廠平塚イヒ
学実験部の跡地、ェ事中に作業員が負傷し、今も
つて原因が明らかにされてし`ません。更に8月・に
は中国チチハル市で日本軍の遺棄した毒悲  (ィ
ベリット缶)で死者 1名、負傷者 40名以上とい
う惨事が起もてぃます。9月 には福際 苅圏町苅
国港周辺海域で毒ガス弾の可能性の高い爆弾 538
個が発見されています。

鞠日本軍の作った毒ガス、戦時 は国際法違反
の軍極秘の毒ガス玉場、陸軍と海軍が共に研究、
開発、実戦に使鯛、そして隠べぃされてきた実態
。"日本の侵路戦争と共に使用され、戦後なお隠し
続ける化学兵器の数を、歴代政府にょる遺棄毒ガ
ス処理の抜本酌な対策は無にひとしく、それによ
つて被害は今日に至るまで続いています。

北宏∵朗

海軍の毒ガスェ場。相模海軍ェ廠躾り1町)で、
どのような化学兵器が作られていたのか、化学実
験部=海軍技術研究所 (平塚)では?
平塚にあった海軍技務は現在美術館、警察署、
合同庁舎建設現場 (こ こから大量の毒ガス (主に
青酸)悪が出てきてぃる)から北側高砂香料、不
二家、パイロットにわたる一帯に研亀 実験、製
造工場等があり、毒ガス蕉産め規模拡大の為、寒
りliに大規模な毒ガスェ場を作りました。海軍は毒
ガスのことを特薬と名付け (陸軍は色で呼ぶ)、 1
号特薬 (催涙)(緑)、 2号特薬 (クシャミ)(赤)、
3号特薬甲 (びらん)ィペリット(黄 1号)乙 (ぴ
らん)、 ルィサィト (黄 2号)4号特薬 (致鴫 青
酸 (茶)カミあり、他にホスゲン (青)、 窒素ィペ

リットガス等があり、細菌兵器として I号特薬
もある。兵器として砲弾、爆弾 (30kg、 60kg)、

手投弾、噴射、雨下散布等が作られ、他に風船爆

弾発火剤用エチル亜鉛 (ガラス瓶)・ 数万個、サイ
ダー瓶に講められた青酸 1万本、そして細菌兵器
の数々、敗戦時、戦犯逃れの為、そのほとんどが

遺棄、隠匿され、全国に及ぶ。

平塚にあった第二海軍火薬廠 (当時東洋一と云ゎ
れた鵜 の相樹 ll寄りの一角に海動 究所が

集地から移転し紹 和5年)譲スの研究。開発・製造
が行われ、規模拡大の為、相模メll対岸の寒∫:1町一
の宮に大規模な毒海理 造工場を作り(昭和 18年)、
名称を相模海軍ェ巌とし、平塚の海軍技術研究所は

化学実験部となり、毒ガスはもとより、生物兵器全般_

の研究・開発にあたりました。更に錦出張所 (福島県
小名浜)、 多摩出張所 (八王子市ノil目購 、上田出張

所帳 野県共圏)を開設疎開ェ場としました
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―毒ガスエ場

…

さ二

『顔は黒く、日は赤く、肺はただれ、集会の折、駆

ll足で来蘇 2工場(イベリット)の人達は咳が止まら

ず、inを吐いていたJ(日り|1中学動員学徒証言)

「昭和20年 5月 頃、30名程の朝鮮少年二(16才

～20才前)が富前寮の一室で、ガスにやられ死んだ

様にゎ ていた。」(湘南中学学徒証言)

国家総動員法(昭和 13年)国輔 令(15年)に

より毒ガスエ場には昭和 16年から20年 5月 まで合
・
計 21回の微蔵正が難属され、2000墓を超お 労働

者が強髄的に働かされました。更に学徒動員、女子

挺身隊、そして朝鮮品 強制連行(徴用工と称してい

る)晩朝鮮入。
まさか自分が毒ガスエ場に連れてこられるなど誰

一人思つてもいませんでした。更に軍機密として「生

涯国にすひ範と:・・.       ・

動員学徒は大学生もいましたが、主に静岡、神奈

り!|、 山梨の中学生―湘南中学(藤沢)、 相洋中学(4ヽ

国原)、 日り|1中学(山梨)、 伊東高女 (伊東)、 豆湯中

学(下田)、 平塚高女(平塚)等でしL
15才～16才の少年望移亀含む総数3000名以上

を[海軍魂備需輔範と書いた丸太で殴り、或いは「対

抗ビンタ』等で威嚇じ毒ガス生産にあたらせためです。

60kgイペリッ躊 弾を中心に1号特薬(催涙)、 2号特

薬(嘔嚇 、3号特薬甲(びらんトイベリッk同乙0レ
イガ ト)、 4号特薬ts―欝 等が融 りに   ・
これらのfヒ学兵器罐議秋兵器はどこに選られ、敗

戦時にはどコこ隠匿されたのでしょうか。その多くが

中国大陸へ、そして南方へ、対ソ戦用:ヒJL方に配備、

最後には本士決戦用として(決号作戦)大量の毒ガ

ス兵器が配備されました。陸軍毒ガスエ場の大久野

島(広島)に !ま現在も地下壕に大量の毒ガスが埋蔵

されてい説 北海道美幌基地ρ地下壕にあるもOkg

イペリット″ 貿 卜混合爆弾(不凍)、 福岡県苅国

港周辺海域に放置されたまま538発にのぼる爆弾、

寒J:1町岡田にある特殊地下壕に隠匿された各種毒

ガスの原材料、毒罐 器、隠匿され越野海軍の化

学兵器、毒薄 兵器齢 日に於いても、その毒性は

おとろえることもなく地下に、地中に、・海中等に眠っ

てしヽます。国内にとどまらず、中国をはじめ東南アジ

ア全域に、南洋諸島に及んでしヽます。

―毒ガス、化学戦、悪魔のネットヮーク‐―

昭和 15年、海軍技研 (平塚)に陸軍参謀総長、閑

昨宮 (中国での毒ガス戦を指揮、大陸指令 110号)、
前年には東久爾が爆察に訪れています。毒ガス戦将

撃
養成機関として?昨軍習志野学校に技官を離 .
化学部隊の創設、更に陸軍技研から細菌戦の資料

をとり寄せ、研究開発撻 めていました:(1号兵機 。
和 17年映 戦兵器考案二関スル作戦上燿轟動を
陸。海軍で協議、昭和 19年 1月「大陸指令 1322号、

化学戦準備要練書」に記されている「化学戦プ準備ノ

実施二於テハ密二現地海軍卜連撼スルモノトス」「秘

匿名ё作業卜定ム」に見ら経 ように(陸・海軍の化学

戦・毒ガス戦は両者の緊密な関係を抜きにしては語

れまもし。

相模海軍ェ廠、海軍技術研究薫 そ、陸軍の大久

野島、科研、登戸研究所晦 す化学戦の重要な

ネットワークの一部と位置らけられます。

綱本政府には、陸・海軍の行つた秘密の化学戦の

全容を明らかにする義務と責任があり、遺薬・隠匿さ

れた毒ガスの回収。無害化を国内外にわたって=剣

、早く進めなければならなし`.何故ならば毒ガス兵器
は生きており、いつ住民it襲レ哺、かるかわ力もないか

らです。

科研を視察する昭和天皇 (中央)。 久村所長が先導し

ている 儀 科研職員の小野田1党郎さん提供)

一本ま決職:=備える議ガス部隊―

環境省鰺S発表した(g03.ll.2墨 )、 昭和 慇 学「網軍

奪ガ狭弾等の全国調査』プォローアップ調査簸告書

によね‡ず、書鋼醐ξ:県に於ぃてまま12ケ所、平塚《海軍

技術研究所鰺地)、 鋼 ||(穣模海軍工廠跡地}、 そし

てその中に茅ヶ疇話の事案(神奈′ll 14‐ -9》藤嶋る。

1983年 6月 4日付朝日新聞は『茅ヶ鋳、銀饉の青

酸ガス弾、学校跡地から発機、作業め人でけどJと馨
じた。場所は茅ヶ崎市富士見町の私立呼 撫学闘」

(現アレセィア瀧南》の数饉内、勤維爾の裏側、深さ
2。5mO蔚から球状のピンが39o個以上、鰯海軍の青
畿ガス難と見られていたが、後に塩素系の催涙手投
げ弾餞9無と発表され、自衛隊によらて処理されたと
ある。昨年平家で発見された球状の青駿手投げ弾鍮
ことを考えると119本以外鍵 ンの内容が不明にされ
た無 め最不自然でぁる。この現場は昭和錢o年 5月か
ら海軍砲術瞥校がぁった場所とされ、プォロープップ

調査では現在の状流として、“鉄筋 4階惑の教育施
設豫S鐘ってぃて、非戸水は飲用していなぃ。1踊海軍
砲術学校にっぃて、学校そのものが存在していな
い"と読されてぃる。

懸醐鑢載講、難詩議簸岸:こ毒ガス撰蹴翡曜整備した海軍
砲術数 とその部はは幻だったのでぁるうか。そ瞑

養議たスはこれた聾ヵでっ鐵 ろぅか?

昭和 20年 4角 1開 、海軍大臣内令第 278号海軍
省内に纏軍ィ絶兵戦部機躁K高国利雄少将》主に相模
海軍工廠藁里又郎中佐、鐘曲砲術学校大り|:鍔鰹郎
少性を中心まこ蝙 案施部隊鋤編成。院 にあたる
とした。鮭戦前に書ガス部藤が突麹欝爾されたもの

ではなく、昭和量8年鐘曲海軍砲術学校《陸戦及び陸
上対空担当の術群駒 ‡こ化兵戦の研究。畿驚が行
われてぃた。

睡和18年 5魔 には、大り::中畿を中心に豊富2亀、
下士官o名な陸軍習意野学校篠豪転戦将校養成の

秘密学校染こ派遣、後に彼らが、救官:教員‡こあたっ
た。この年は権模寒り::本藪が完成、毒ガスの大饒模

生産が始まった年鶴 ぁる。昭和20年 5月 館曲砲術
学校ξ横須賀海軍砲術学校が併合し、化兵戦の研
究g教育は横額賀亀術学校の所讐となった。養成要

員は十富稼5。名、要員 45o名であった。

先の茅ヶ崎の砲術学校は、この部隊をさしてぉり、
躍和20年 5月から水野大尉毅 とする水野部隊 100
名が辻饉く平和学園)に配備され、兵舎として幼稚園=
を横撃して17Nた議で凩 彼らは本土決鞍《昭和 19年
4月 灘号作戦》砂為(赤柴中将を長とする第 12方面
軍 53軍と共輸 兵器を装備しで湘南海岸に配
置されていた。彼らのセたヽ平和学国から襲近ぃ辻堂
海岸|こまま、大正 1,年から海軍の流習場が駒 、ここ

で、海軍披鶴研究所が築地時代島ゝら研究開発した
各種の構ガス兵畢の実験を練り返し行ってしヽた。敵
土睦を懇定しての波打ち躊 ペリット散毒等も行われ、
上記轟隊員は鶴 マスク懇躊ナて江プ島までの行
軍整つらかつたJと述接している。現在ここは辻堂団
.地、県営辻堂海浜公園になっている。決号作戦では
米軍上は地点を鹿島灘、九十九里浜、相鎮湾鋭 地
点を予懇:相摸湾の沿岸障地は鎌食曲と大磯の千

.畳敷曲《現蓄貯釘平》を再肩とし、茅ヶ鋳小路から藤沢
の軍陵地帯に諄地織下壕)を構築、玉砕党無の作
戦を立てていま嘘 。ここに毒淋 は配備されてぃな
浄つたのかご平塚。寒Jll・茅ヶ崎と本土決機用奪ガス
兵器がな と々現われ、環境省発表県下12ケ所のうち
湯河原吉浜にあった睦軍第6技術研究所(陸軍の毒
ガス。織菫戦等の研究。開発鱗錢。平塚鈴海霞技術
研究所と密接な関係)吉浜出張所があり、敗戦後初
島沖に海中投棄された(現物は今も海中にある》.相
纏∫:‡湾鶴すりの海中まこ亀大量のイドリット入りのドラ
ム缶鶴場輔難棄さ羅 ままになっている。

平塚の海軍技術研究所備模海軍工籐(寒∫:|)で

研究開発され実戦爾備された各種毒ガス兵器は上

記鍛技官を通じ、繭方ラバゥル、トラック、サイパン、
アィリピン、インドネシア、繭詳議鼻に置備された  =
環境省は平鞠学園(魂アレセイア瀧繭)の毒ガス

発見理機震辺の要調査費すふやか銀行うと同時に、
‐

本́土決戦燿に続築された各種の特殊地下壕《寒り!10

蝿製の全長鑢轟の地下壕、轟沢大場城置公園地下

壕、大骰議翼畢輔む等)鍛再調査、議ガス部障となった

各地海兵爾の実態機 らかにするべきである。

γ2～
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し
、
露
に
包
ま
れ
て
い
た
．
ま

ま
つ
た
報
告
書
が
見
つ
か
っ
た
の

初
耳
弯

海
悪

卿
Ω

胡

つ
糸
ロ

な
る
基
礎
資
料
だ
。
終
戦
後
の
勤

裁
判
で
は
毒
ガ
ス
に
つ
い
て
起
訴

で
は
触
れ
て
い
た
が
、
な
ぜ
か
豫

か
ら
技
わ
れ
な
く
な
る
。
日
本
雲

語

ス
運

査

塁

負

τ

・た
か
を
知
る
う
え
で
も
、
．参
考
に

，
一
。

亀ξき大島
く
、
議
刀
ス
研
究
も
計
画
性
は
な
か

つ
た
。
姿
薦
が
十
分
だ
っ
た
の
は
中

塁

篠

と
覇

晶

奎

ざ

ぃ

で
、
本
土
決
戦
で
も
在
庫
不
足
で
大

規
模
な
ガ
ス
攻
撃
は
無
理
だ
っ
た
。

ド
イ
ツ
と
の
協
力
も
ほ
と
ん
ど
な

く
、
こ
れ
以
上
の
詳
細
な
調
査
は
必

要
な
い
」
と
結
論
付
け
て
お
り
、

米
国
側
が
日
本
の
化
学
職
に
つ
い
て

|

140・

報
告
書
に
よ
る
と
、
海
軍

術
局
の
機
関
と
し
て
大
二
十
二
年

〈
墓

３

重

尿
“
露

蟹

初
の
化
学
兵
器
研
究
所
を
設
立
し

たヽ
。
そ
の
後
、
神
奈
川
‘
平
塚
の
海

軍
火
薬
工
場
敷
地
内
に
鮨
設
を
移

し
、
昭
和
六
年
の
満
州
事
誕
は
っ
発

へ
饒
逸
量
鼈
は

米

1

相模海軍工藤の化学兵器研究施設の敷地

見取 り図。中央にLA30RATO RY
く実験雲 )と議かれた中 旬犠 あ り、

実験案 は線 路で つなが つて いた。 ほか

に、爆弾貯蔵庫、毒液窟庫、ガスタンク

な ど数十模あ り、コンク リー ト壁で目ま

眩

騨

鉦

覇

蓄

終
戦
時
、
三
百
人
が
勤
務
し
て
い

た
。
ガ
ス
マ
ス
ク
や
防
護
服
、
霧
染

除
去
剤
の
ほ
か
、
び
ら
ん
性
、
く
し

ゃ
み
性
の
各
種
ガ
ス
、
催
涙
ガ
ス
な

ビ
を
製
造
´
陸
軍
の
毒
ガ
ス
製
造
所

だ
っ
た
広
島

・
大
久
野
島
が
最
盛
期

五
千
人
の
従
業
員
を
抱
え
て
い
た
の

に
比
べ
る
と
、
規
模
は
小
さ
い
交

ツ
ト
」

で
、
十
九
年

請
で
イ
ペ
リ
ッ

を
製
造
し
て
い
る
。

敷
地
の
見
取
り
図
で
は
、

醸
蔵
室
、
ガ
ス
タ
ン
ク
、
爆
弾
貯
蔵

・い
た
。

庫
な
ど
が
び
っ
し
り
並
ぶ
．
主
な
実

験
壼
に
は
簿
液
輸
送
な
ど
の
た
め
に

線
路
が
敷
か
れ
て
い
た
。

総
司
全
部
の
尋
間
に
対
し
、
海
軍

饗輔
鶉
難
朧

っ
た
」
と
答
え
て
い
る
。
し
か
し
い海領

式

量

ま
た
、
国
内
の

海
軍
貯
蔵
所
に
は
本
土
決
戦
に
備

え
、
あ
る
程
度
の
攻
撃
兵
器
が
保
管

（
碗

十

一
方
面

軍

か
む
）
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日本海軍の毒ガス弾・毒ガス爆弾の種類と諸元

弾 種 填 毒 物 瞑毒量kg 重量kg 備 考

追
撃
砲
弾

3式 8c踊 追撃砲 1号特弾 塩化 アセ トフェノン 0.328 3.8

93式 15cm迫撃砲 2号弾 ジフェニルシアンアルシン ハ
υ
●
ι

93式 15c翻 迫撃砲 3号弾 イペ リット 4.3 20

艦

砲

弾

15cnt砲 4号通常弾型薬改 2
壌

“

ιアセトフェノン 0.075

ジフェニルシアンアルシン 0.29

50口 径 14cm砲 2式通常弾型
薬改 2

塩

“

ヒアセトフェノン 0.073

ジフェニルシアンアルシン 0.29

12cm砲 3号通常弾型薬改 2 塩化 アセ トフェノン 0.3

50日径12.7cm砲通常弾型薬改2 塩化 アセ トフェノン 0.39

50口 径 12.7cm砲 通常弾持久
性化兵弾

イペリット (50%)
ルイサイト (50%)

1.181

40日径 14c田 持久性化兵弾
イペ リット (50%)
ルイサイト (50%)

1.758

爆

弾

6番 1号陸用爆弾 イペ リット 17.1 68

仮称 6番 1号陸用爆弾甲 イペ リット 22 一ｂ 弾体木製

1式 6番 1号陸用爆弾 1型 ジフェニルシアンアルシン 9.2 43.1

館山海軍砲術学校「化兵戦要表 甲」1945年 3月 調整 (防衛庁防衛研究所図書館所蔵)よ り作成。

日本陸軍の主な毒ガス兵器
使 用 区 分 名 称 市電式化年

砲兵用 ガス弾

き い 弾

75轟m野山砲用 92式 きい弾
100mm llS弾砲 。加農砲用 92式尖鋭きい弾
150mm格弾砲用 92式尖會兇きヽヽ弾
94式軽迫撃砲用 95式 きい弾

1932

1932
1932

1935

あ か 弾

75mm野山砲用 92式あか弾
100nlm溜弾麟 カロ濃箋熙包用 93式尖鋭凌bか整単
150111m紹弾砲用 98式尖鋭あか弾
94式軽迫撃砲用 95式あか弾

1932

1933

1933

1935

あ を 弾 150mln櫂弾砲用 93式尖鋭あを弾
軽追撃砲用試製 99式重あを弾

1933

1935

あをしろ弾

75mm野山砲用 92式あをしろ弾
100mm櫂弾砲・ 加農砲用 92式尖鋭あをしろ弾
150mm櫂弾砲用 92式尖鋭あを しろ弾

1932

1932

1932

ち や  弾

75mm野山砲用 97式ちや弾
100m暉 檸弾砲・カロ農砲用 97式尖鋭ちや弾
150轟口権弾砲用 97式尖鋭ちや弾
軽迫撃砲用試製 99式重ちや弾

1937

1937
1937

1939

ガ ス放 射筒
あ か 筒

92式あか筒
試製 93式あか筒
97式中あか筒
98式 /Jヽあか筒
試製 98式中あか筒
試製 98式発射あか筒
試a1499式 小あか筒
試製 99式中あか筒
試製 99式大あか筒
試製 99式発射あか簡
試製 100式あか綺
試製 100式中あか筒
試製 100式大あか筒
試製 100式発射あか筒
試製 1式大あか筒

1932

1933

1937

1938

1938
1938

1939
1939

1939
1939

1940
1940

1940

1940
1941

み どり筒 89式みどり筒 (甲・ 2・ 丙) 1929

拳銃 用 ガス弾 14年式拳銃用 9o式み どり弾 1930

手投・郷弾筒用 ガス弾

92式あか曳火手櫂弾
92式みどり曳火手櫂弾
1式手投丸缶 (ちび )

1932
1932

1941

教育・演習用資材
89メtみ どり棒
93式代用あか筒

1929

1933

きい剤撤布器

94式きい剤撤布器
95式手撤撤布器
100式手撒撒布器

1934

1935

1940

ガス噴射器 100式携帯噴射器 1940

撤毒車 94式被牽引式撒車 1934

航空機投下ガス弾

き ヽヽ  弾

92式 50kg投下 きい弾
94式 50贈 投下 きヽヽ弾
97式 50kg投下 きい〕単
100式 50kg投下 きヽヽ弾

1932

1934

1937

1940

あ か  弾
・95式 15kg投下 あ か弾
97式 1駄g投

~下
あ か弾

4式 50kg投下 あか 弾

1935

1937

1943

あをしろ弾

92式 50kg投下あをしろ弾
97式 50kg投下あをしろ弾
100式 50kg投下あをしろ弾

1932

1937

1940

ち や 弾
95式 501、 g投

‐
下ちや弾

97式 50kg投下 ちや弾
100式 50kg投下 ちや弾

1935

1937

1940

雨 下  弾 1'ヽ 50kg毒と
'F¬

雨■F引単 1941

航空機用 きい剤 lgl布筒 lテ亀50kg ttИ ttfln 1941

航空機用 ガス雨下器 94式ガス噴射器 1934

表 5-2 日本海軍の地上戦用毒ガス兵器の種類と諸元

名 称 襲 毒 物 襲毒量 g 重量 g 高さ爾m 直径mm

手投涙弾

甲
大 塩 化 アセ トフ ェ ノ ン 12 130 84 55.1

/」ヽ 塩化 アセ トフェノ ン 7.2 100 64 55.1

乙

大
塩化アセ トフェノン

溶 剤

20

190
Ａ
υ
●
４
お
■ 102 52

Jヽ
塩 化 アセ トフ ェ ノ ン

溶 斉J

10

80
220 81 48

催涙筐 改一 塩訂ヒアセトフェノン 2300 13300 336 う
ι
よ
Ｊ
０
４

仮称 特煙筒

大 ジフェニルシアンアルシン 2500 13300 う
０
う
０ 252

中 ジフェニルシアンアルシン 350 1700
Ａ
コ

増ヽ ジフェニルシアンアルシ ン 5 100 68 40

仮称 手投特弾
液体青酸 210

1200 サイダー瓶
安定剤 (三塩化砒素) 2.1

館山海軍砲術学校「化兵戦要表 甲」1945年 3月 調整 (防衛庁防衛研究所図書館所蔵)よ り作成。
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鞠軍に整け儀名称 化学物質の名称 区分

ざ l魏鯰
マスタード (イペジットともいぅ)、
プレイサイト、及び両化学物質の混合物

びらん剤

らか剤鬱診霧雛y
ジプェニルシアノァルシン  ~

5撃重塊曜彩 鯨 と師 )
くしゃみ灘
(幅吐剤》

_子どり鋼ci多麗忙 クロロアセ トフェノン 催涙剤
おお剤 水スゲン 窒憩́剤
ちゃ剤 こ寿鼈務甕 シアンイ鯉水素

トツクロ豪アルシン
血液剤

し格剤
発蛭剤

:蓼 ~2~い ´′V´ ‐〆rV″ ・;轟 耳民

注》購軍毒ガス弾等の図分と議性
(1)ぴらん灘

c》輝〕口脚尾纂。

鑢黄マスタードとルィサィトが代表鍋であり、両化学物質は蒸発速度爆S遅く、F 綴がい覇魏大または水満戦で用いわれることが多ぃ。皮膚渡究貯laを有して為り
防毒マスクだけでは防ぐことはできない。マスタードは皮膚に付縮すると数
時間後に赤しヽ斑点を生じ痛みを伴うびらん症状を塁する。関や呼吸器の結膜
を買し水瘤、渡瘍を生じる。ルィサイ トはマスタードより効鷺 S現れ卜のが
早く、皮膚に付着したり訂に入ると耐ぇがたい痛みを生じ為。購轟本軍つき
い刺はマスタードとルィサィト烙S主成分であ各。

(2)く しゃみ剤 (鼈畦剤)
ジプェニルシァノァルシン (DC)、 ジフェニルクロロアルシン (DA》 や
アダムサィトのょぅな有機ヒ素化合物がぁり、低濃度で鼻、戦、間の粘鑽に
:こ数しい刺饂を与え、くしゃ拳、咳、前額部に痛みを感じ、高濃度では導簑
器深部を管し、嘔畦、呼吸困難、不安感を生じ死亡する例もぁる。 1露 圏本軍0み めヽ熱ままpc、 BAの温合効である。
(3)催涙剤
クロロァセトノェプンゃクロロベンジルマロノニトリィレのようなハ攣ゲン
化合域であり、国ゃ戦を刺激して激ししヽ催涙効果を示す。死|こ至わしぁるこ
とはほとんどなく、暴動の鍵鷹用に配備されてかた。

(4》 窒息剤        _
呼吸器悪に作爾して騒ゃべ管支を刺激し、肺に障害を起こして死に至鶴じめ
る。鑑素ゃホスゲン予代表鶉なィに合効であ昏。

(5》 血液蠅

青はガス写代表儡な化合域で、体向に吸収された後、血績成分 (ヘモグロど
ン)、 全%の経なに作層して呼吸器障害を起こし、睡眠を伴い死に至らしめ
る。窒息灘や血液鵜ま、揮発性が高く呼吸器を通して作用するので、防毒マ
スクを着朧す鶴ことで防ぐこと辟できる。
(6)発難熱
空気学て
「
猾璽し、簾纏数隆がある。高濃度では、眠、皮膚、気道に対して腐食ヅ

を示し、この蒸気を直接吸入す儀と重症で:ま排水腫を起こす場合がある。

出典 :遺棄化学兵器翁安全な廃棄技術に向けて (圏苓学術会議報告平成13年 7月 )
InternattOnal Chemical Safety Cards(IcSC 1989)他

～ 會0～

凡鋼      ・

・
農 :廃棄
°遺棄場覇

篠 :像有元の場所 《鷹棄場所不
朝)

ヲ
θ

も

ｒ〆
圃軍轟ガス弾等のぬ棄・遺棄状況

マヽ鋳輔鱚鶴}鶴奪爾写務の鍵瀞鶴
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2θ。,、

書
芽
川
ヽ
羨
撼
Ｃ
置
簾

で
編
日
本
軍
が
製
造
し
た

毒
ガ
ス
が
原
因
と
み
ら
れ

る
健
震
被
書
が
相
次
ぎ
、

政
府
が
本
格
的
な
全
国
調

査
に
乗
り
出

す
こ
と
に
な

っ
た
。
零
年
の
政
府
調
査

で
全
国
の
毒
ガ
ス
の
保
管

場
所
は
明
ら
か
に
な

っ
て

い
る
は
ず
だ

っ
た
。
し
か

し
、
住
民
に
健
康
被
書
が

広
が

っ
て
い
る
茨
城
県
神

栖
町
は
保
管
場
所
の
リ
ス

ト
に
載

っ
て
い
な
い
。
私

た
ち
の
暮
ら
し
の
す
ぐ
近

く
に
も
、
毒
ガ
ス
は
残

っ

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

壽
ガ
ス
と
は
ど
ん
な
も
の

で
、
健
康
被
害
を
避
け
る

方
法
は
あ

る

の

だ
ろ
う

か
。一永

山
悦
子
、
用
上
晃
議

陣
日
本
軍
が
製
造
し
た
議
ガ
ス

難
”
鐵
綿
磁
恥
知
続
動

（
る
却
紳

・ 。
靴

京
都
文
京
区
）
で
化
学
兵
器
の
研
究

に
携
わ
る
花
岡
成
行

・
技
術
第
二
課

あ
る
と
い

つヽ
。
　
　
　
　
　
・

き
い
剤
は

「
び
ら
ん
剤
」
の
マ
ス

タ
ー
ド
剤
、
ル
イ
サ
イ
ト
だ
。
皮
膚

に
付
く
と
極
め
て
ひ
ど
い
や
け
ど
の

露
遍
、
調
カ
ヌ
ガ
債
経
に

な
っ
た
の
は
、
▽
昨
年
９
月

に
毒
ガ
ス
入
り
の
び
ん
ｎ
本

が
見
つ
か
り
、
作
業
員
８
人

が
目
の
蒲
み
を
蓄
墨
低
聾
（

川
県
緯
川
町
の
道
路
建
設
現

場
▽
今
年
４
月
、
土
壊
か
ら

毒
ガ
ス
が
検
出
さ
れ
た
神
奈

川
県
平
塚
市
の
工
事
現
場
▽

丼
戸
水
に
含
ま
れ
た
有
機
ヒ

素
化
全
物
に
よ
‘
て
Д
ス
Ｃ

住
民
に
健
康
被
書
が
出
て
い

る
茨
城
県
神
栖
町
―
卜
の
３

カ
所
だ
。
神
奈
川
県
の
２
カ

所
で
は
彗
ガ
ス
が
確
魏
さ
れ

た
が
、
茨
城
県
で
は
毒
ガ
ス

成
分
が
分
解
し
て
で
き
る
有

機
ヒ
素
化
合
物
が
見
つ
か
っ

た
だ
け
で
、
彗
ガ
ス
は
確
認

さ
れ
て
い
な
い
。

環
境
雀
は

一に
日
本
軍
Ｃ

毒
ガ
ス
は
、
戦
後
ま
も
な
く

違
合
国
軍
縦
露
舒
部

（Ｇ
Ｈ

Ｑ
）
の
指
示
で
す
べ
て
処
分

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
実
は
処
分
さ

れ
て
い
な
い
も
の
も
相
当
量

あ

っ
た
よ
う
だ
」
と
み
る
。

終
戦
か
ら
半
世
紀
以
上
た

っ
て
も
ヽ
毒
性
は
残
っ
て
い

ぞ
Ｃ
力
‘
略
馨
家
に
よ
そ
奮

境
省
の
検
討
会
で
座
長
を
務

懲

畜

最

・
翌

嚢

研
究
所
統
括
研
究
官
は

「密

開
さ
れ
た
状
態
で
あ
れ
ば
、

毒
性
は
変
わ
ら
ず
残
っ
て
い

る
可
能
性
が
高
い
」と
い
う
。

中
で
も
子
ど
も
は
、
脳
内

へ
毒
物
が
侵
入
す
る
こ
と
を

上
め
る
働
き
が
発
達
し
て
い

務
ヾ
窪
籍
ハ
運
縫
り
を
　
コ

事
な
ど
で
毒
ガ
ス
の
溶
器
の

よ
う
な
も
の
を
見
つ
け
た
場

合
よつ
触
っ
た
い碁
す
、
一夏
ヽ

通
報
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

な
ぜ
今
、
毒
ガ
ス
が
次
々

と
姿
を
現
す
の
か
。
森
田
さ

ん
は

「偶
然
が
重
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
『
負

の
選
産
』
を
き
ち
ん
と
獲
理

し
て
い
な
か
っ
た
つ
け
が
出

て
き
た
と
も
い
え
る
」
と
鶴

摘
す
る
。

旧
日
本
軍
の
毒
ガ
ス
は
、

広
島
県

こ
大
久
野
臓
と
寒
川

町
で
生
産
さ
れ
た
。
政
府
の

鶴
年
の
鋼
査
に
よ
る
と
、
終

戦
直
後
に
全
国
１８
カ
所
で
保

管
さ
れ
て
い
た
毒
ガ
ス
の
総

量
は
３
８
７
０
ブ
で
、
Ｇ
Ｈ

Ｑ
の
指
示
で
海
洋
投
葉

（
一

部
は
焼
却
）
さ
れ
た
と
い
う
。

政
府
は
こ
の
調
査
で

「全
容

が
明
ら
か
に
な
っ
た
」
と
考

え
て
い
た
よ
う
だ
だ

か
Ｑ

そ
の
後
、
大
久
野
島
や
北
海

道

・
屁
斜
略
瀧
な
ど
で
大
量

の
毒
ガ
ス
が
見
つ
か
っ
て
も

政
府
の
対
応
は
そ
の
処
理
だ

け
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。

今
回
、
「負
の
璽
盤

が
相

次
い
で
表
画
化
し
た
こ
と
か

ら
、
政
府
は
専
門
家
の
検
討

会
や
関
係
省
庁
連
絡
会
議
を

設
置
し
、
本
格
能
な
全
国
劇

査
の
実
施
を
決
め
た
。
国
内

に
残
さ
れ
て
い
る
資
料
の
ほ

か
米
国
の
公
文
書
も
調
べ
、

今
秋
ま
で
に
毒
ガ
ス
の
保
管

・
処
理
状
況
を
ま
と
め
る
。

中
央
大
の
吉
見
義
明
教
授

（日
本
近
現
代
史
）
継

「時

間
が
経
過
し
て
も
危
険
は
存

在
し
て
お
り
、
政
府
は
毒
ガ

ス
の
実
態
を
徹
底
的
に
調
べ

る
べ
き
だ
」
と
議
す
。

「きをヽ 」・・・・ やけど

燿
筆
鍾
紅
赫
蟄
鑽

囃

政府、全国調査実施へ

よ
う
に
な
る
。
神
奈
川
県
の
２
カ
所

で
確
認
さ
れ
た
。
マ
ス
タ
ー
ド
剤
は
、

か
ら
し
や
ニ
ン
ニ
ク
の
よ
う
な
に
お

い
事

る
漂

．
蒸

に
簑

醤

ず
、
数
時
間
た
っ
て
か
ら
や
け
ど
に

似
た
痛
み
や
大
き
な
水
ぶ
く
れ
が
現

れ
る
。
多
量
に
浴
び
な
け
れ
ば
、
致

死
性
は
低
い
が
、発
が
ん
性
が
あ
る
。

ル
イ
サ
イ
ト
は
、
同
じ
よ
う
に
や

け
ど
様
の
症
状
を
起
こ
す
。
低
温
で

も
凍
り
に
く
い
た
め
、
旧
日
本
軍
は

マ
ス
タ
ー
ド
剤
と
漉
ぜ
て
、
厳
寒
の

中
国
大
陸
で
の
使
用
を
目
指
し
た
よ

是

．
　

　

　

・

神
経
町
の
井
戸
水
か
ら
は
、

「あ

か
剤
」
と
呼
ば
れ
る
く
し
ゃ
み
剤
が

分
解
し
て
で
き
る
有
機
ヒ
素
化
合
物

「ジ
フ
ェ
ニ
ル
ア
ル
シ
ン
酸
」
が
見

つ
か
っ
た
。
く
し
ゃ
み
剤
は

「お
う

吐
剤
」
の

一
種
で
、
く
し
ゃ
み
、
せ

き
が
出
た
後
、
頭
痛
、
吐
き
気
を
起

こ
す
。
分
解
後
の
ジ
フ
ェ
ニ
ル
ア
ル

な
い
た
め
、
毒
物
の
影
響
を

受
け
や
す
い
想
蟹
頚
町
で
凝
ヽ

幼
児
２
人
に
書
薬
の
遷
れ
な

ど
が
出
て
い
る
。

森
田
さ
ん
は

「地
表
に
毒

ガ
ス
が
残

っ
て
い
て
も
、
水

や
空
気
に
触
れ
て
分
解
さ
れ

る
か
ら
心
配
は
少
な
い
。
し

か
し
、
地
下
に
理
ま

っ
て
い

る
も
の
が
、
地
下
水
に
染
み

協
す
と
、
被
害
が
広
が
り
や

す
い
。
水
は
要
注
意
だ
」
と
指

摘
す
る
。
地
下
水
を
利
用
し

て
い
る
地
域
に
つ
い
て
は
、

「水
質
を
調
査
し
た
り
、
体

調
変
化
や
水
中
生
物
の
異
常

行
動
な
ど
、
危
険
の
兆
僕
が

出
て
い
な
い
か
見
極
め
て
ほ

し
い
」
と
呼
び
か
け
る
。

も
し
異
蒙

あ
れ
ば
ヽ
行

シ
ン
酸
に
も
し
素
が
含
ま
れ
て
い
る

た
め
有
毒
だ
。

「み
ど
り
剤
」
は
催
涙
剤
の
こ
と

で
、
世
界
各
地
で
暴
動
鎮
圧
の
際
に

使
わ
れ
て
い
る
。症
状
は
深
や
鼻
水
、

め
ま
い
な
ど
。
他
の
毒
ガ
ス
に
比
べ

て
毒
性
は
低
い
。
寒
川
町
で
見
つ
か

っ
た
び
ん
の
１
本
に
入
っ
て
い
も

現
在
の
毒
ガ
ス
処
理
は
、
強
い
ア

ル
カ
リ
に
よ
る
中
和
か
、
焼
却
が

一

般
的
と
い
う
。
　
　
　
　
・

「あか剤」“・・tき、おう吐

[みどり剤』…催涙

相次ぐ健康被害

罹魏、通爾薄遥鷺警

～ }λ ～



終らない戦争 (饉匿された毒ガス兵器)

一 相模海軍工廠・寒り:lと 平塚にあった秘密毒ガスェ場

―・ILaも地下水も毒ガスで汚染されていた一

No.5 _
靖ヒ宏一朗

況、北塁又郎海軍中佐報告書)平稼工場は寒j:|に

本巌を置くはるか以前から海軍技術研究所化学

研究部として毒ガスの研究、製造を行っていまし

た。元工員の話では 7科 16工場で 2号特薬 (ジ
フエユール青化砒素)の型薬造修、充填が行なわ
れていた。 (昭和 16年から)更にクシャミ剤の特
薬実験として、ジフェニールシアンアルシンを軽

石に浸透させ円筒形の容器に入れて下部から燃

焼剤によってガスを発生させる。これを所内及び、

相榔 ll四 ノ宮河りil敷で実験を行つたという。この

7科 16工場は北側に位置し、土壊汚染が危惧され
ている町でもある。あらためてュ週選雷麹鐘歯盛…
くしやみ剤_嘔囀 |の毒樺か記します。ジフェニ

があり、低濃度で鼻、

前頭部に痛み堂感
じ、中高濃度では呼吸器深部を冒 .

‐   (日本学術会議報告平成 ■3年 7月 より)中
小日径化兵弾、簡、6番 1号鰤 爆弾二型 (60k
g爆囀 、更に発難兵器に 2号特薬を加えたもの
などがぁり、容器も、ドラム缶、ベークライ ト製、

陶器等がある。毒ガスの成分は戦後 60年たつて
も変わらず、遺棄 。隠匿された毒ガス兵器は今も

生きており、いつ私達に襲いかかってくるかわか

りません。発見・無害化は一刻を争 う。これ以上

政府の怠慢は許されない。

(遺)環境省 2月 22日発表
茨城県神栖町の毒ガス汚染源として考えられ
るコンクリート様の塊3ケ所 (東茜 10m x南北8
1n X深さ2m、東西1.2m X南北3証X深さ1.51n、

東西lm X南 Jヒ 2m X深さ0.511L)発見。井戸水を
高濃度の毒ガス (ジフェニルアルシン。あか)で
汚染、環糞基準の数方倍に値する数値が出ている。

轍 書を訴える住民は数百名、国が認定したの

は 119名 にすぎない。被害に対する補償は無に等

しい°
     ご胸 許 型 ぜ島

整らなt■戦争 (隠匿された毒ガス兵器)

一 種模海軍工巌・寒川と平塚にあった秘灘 ガスェ場 No。 6 _
2005年 2月環境省は、平塚 (旧相模海章工廠
化学実験部跡地)の土壌が毒ガス成分で汚染され
ていることを発表した。跡地北部の 3ケ所からモ

ノフェニルアルソン酸 (PAA)が検出され、当該
地域を立入禁止 (芝でおおわれている)に し、調
査を継続中としている。

,

の 2号特薬 (陸軍 `あ

てモノフェニルアルソン堂鷹趣嵐。この毒性は人

体に対して明らかになってャなヽいが%
蟻調運動障害等が言われているρこの現場付近■
和 42年、中身不明の ドラム缶 (2001Ъ 力ヽ発
見され、工事中の作業員のくしゃみがひどかった

とある。

環境省は発表 していないが、この現場近くで昭

和 45年 5月 クシャミ剤 (2号特薬)ら しきもの
ドラム缶 1本が発見され、さらに北側、人幡公園
近くで、クシャミAllの原料。フェニール亜砒酸 50

tが発見されている。

昨年 3月 には周辺井戸 (216ケ所)の検査結果
7ケ所から有機ヒ素化合物が検出、うち 1ケ所か

らジフェニルアルシン酸が、.3ケ所からモノフェ
ニルアルソン酸が検出され、全てからフェニルメ

チルアルソン酸が検出された。環境省は要調査地

域を北側に拡大し、20ケ所程の地下水調査を年 4

回実施するとしている。

毒ガス成分による地下水、土壌の汚染は深刻で

ある。平琴の場合、土壌の検査は化学実験部跡地
の周辺、外周の一部にすぎません。過去何度とな

く発見された跡地外の場所も含めて調査するべ _

きでしよう。以前記したことの繰り返しになりま

すが、2号特薬 (あか)嘔吐剤、くしゃみ剤は相
廠 (相模海軍工廠の当時の呼称)平塚工場が抜き
んでいました。寒川本廠 23,850tに対し、平塚は

神 3.5倍の 73,835t(GHQあ て9月 9日 保有状

一 遺棄毒ガス:こよる深刻な健康被害 ―
海軍の秘密毒ガスエ場 (相模海軍工廠・寒川、海

軍技術研究所。平場 では最大 3000名以上の徴用
工、動員学徒、女子挺身隊、そして朝鮮から強制連

行された人たちが簿ガスを含む化学戦の製造に従事
させられ毒ガス等に被災した。勁 しヽながら多くの被

災者の状況は今もつて不明のままである。被災者は

慢性気管支炎、簿がん等の疾病に苦しみ続け、無念
の想いで死亡しているのが現状です。そして毒ガス

エ場で製造された兵器としての毒ガス弾、その原材
料は戦後隠匿、遺葉され、国内はもとより、中国大陸
で多くの被害者をうみだしている。中国では2003年 8

月チチハル市の工事現場で、びらん性毒ガス、ィペ

リット(マスター購入りのドラム缶5個が掘り出され、そ
の漏洩により1人が死亡 43人が負傷するれ うヽ大惨
事が起き、被害者は日本政府に対し恒久的な医療
保障を求め提訴も視野に入れ政府に責任ある対応
を求める(東京新聞 6月 28日付)としている。チチハ

ル事故の被害者の約 7割が10代から30代で将来の

症状悪化におびえながら生活している。中国大陸に

遺棄した毒ガスは 200万発以上、遺棄毒ガスによる

― 割 |!、 平塚、神極での健麟 害は 一
私達はことあるごと1彰蒻:|(建設現

― 員
11名

負傷)、 平塚0名負傷)、 茨城輛    (毒ガス成分
に汚染された井戸水を飲用し、慢性有機ヒ素中毒に

なった 135名 に健康手帳交付、被害を訴える住民は

数百名に及ぶ)の健康被害の詳細を公表する様求

めてきましたが、「個人のプライバシーの問題Jとして

とりあわれず、剰 ||、 平塚は「決方に向つている」と言
われ続け、更に神栖町の『汚染米」に関しては「安
全」とされてきた。ぃ tながら事実は異なつ・争 亀ヽ
士壌、地下水が毒ガス成分で汚染され、そこからと
れる農作物は当然汚染さ鴻 。
2004年 9月神栖町の農業井戸と2004年産米の一

部から有機ヒ素が検出され、出荷自粛。しかし 2003

年米は「安全」とされ無検査で流通していた。この段
階で周辺井戸

成分ジフェニールシアンアルシン酸に高濃度で重璽

されており、農f7Mへの影響が考えられてしかるべき
だつた。結果2005年 5月神権産米を食べた41人か
ら有機ヒ素が検出され、健康被書の拡大をまねいて
いる。有機ヒ素はわずかな量でも量塵塵塵菫璽菫虚

融
撫 .

町の生体影響では顕著であり、汚染が低濃度で現在

、未認
定の数百名の地域住民を無視する環境省の認定制
度は論外である。平塚の場合 30年前まではほとんど
の家庭で井戸水をX/t/でいた。地下水、土壌の汚染
が確認された今、過去にさかのぼって健康調査が必

要とされている。

2002年 9月 25日 ～30日 にかけて国交省さがみ縦
貫道建設環場 (寒メ|1貯)で作業員 11名がびらん性毒
ガス・イペリット(マスタード)と催開 ス・クロルアセトフ
エノンの入ったビール瓶 (キリンビールと書かれてい

る)の破壊により被災した。発表は 11月 、被災者は
10日後に病院へ、麟獲重璽塑虚J盪迄襲逸轟鑢鯉

で毒ガスが原因とされ治療が

始まったのは 1ケ月後、しかし遮盤型塑逮塑飽越盤よ

慮匡轟轟轟ム担臨 1年後も改善されず(11名のうち2

名lta色体異常が認められ)2年間再発、軽轍 り
返している。「イペリットは発ガン性、催奇形性、慢性

気管支炎などの後遺症の発生の報告があり、radiom

色体異常などが発生する報告があJ(日本学術会
議 2005年、3、 23報告書)何故この様な重大な健康

被害を隠すのか。

平塚で負傷した 3名はどうなのか?暴
躙 と

る遅発性呼吸塵菫と医師によつて所見が分かれてい

る。何故なのか

想定される毒ガス成分のみの検査 (発見された 385

本(2004.3.22記者発表)のうち101本からガ ン化水

素(青酸)検出)で不明の 284本は無害化処理として

内容も確認せず破壊処理されたため。この 3名に今
後どの様な症状が出るのか、国はどう対処するのか。

テ
任睡 大であ視

    」

ヽ
′じ揚∫ヽ

化電 ルマ
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神奈川県平塚市には旧海軍の毒ガ

「
ス・細菌兵器を主に研究・開発・製造し

ていた海軍技術研究所、後に相模海軍工

廠化学実験部 (平塚市西八幡)ヵミあり、

相模メll対岸の寒メ|1町にあった毒ガスエ場

相模海軍工廠本廠と共に戦中極秘の化学

戦の拠点であった。

海軍技研 `化学実験部跡地周辺からは、
これまでに何度となく毒ガス兵器や原料

が発見され、最近では新合同庁舎建設予

定地だつた平塚市美術館東隣 (2003
年～2004年 に毒ガス瓶約 400本発
見)から青酸入り毒ガス瓶等が発見、処
理されている。現在は駐車場になってい

るが、発見、処理されたのは一部であり、

安全無害化宣言とは程遠いものである。

今回の毒ガス原材料、フェェル亜砒酸
の白い鬼と汚染土壌が発見されたのは、

化学実験部跡地北方に位置する西人幡4

丁目、(株)三共化成の事業所内で、土壌
と地下水が有機砒素化合物で汚染されて
いることが確認され (2005年 ～20
06年)=注 1、 環境省は汚染土壌 2千
tを 2007年 6月 ～2008年 3月 末
までに除去、無害化処理を終えたと発表
した。

環境省と平塚市は、この処理作業につ

いて周辺住民に説明会を開くことなく、

何の説明もないまま2008年 3月 31
日の履行期限で8億 1690万 円｀(20
08年 1月 10日付変更契約額)の税金
を使って処理を終えたという。

～環境饉の行うた住民無視の議象 順材料汚染土壌処理作業～

平蒙毒ガス問題研究会 北 宏―朗

<神奈Jll県平塚市>

注1 汚染土壌の説明
表層土壌から|まフェニルアルノン酸

(≧熱 表層土中からはフ_ニルアルシ
ンオキシド (_PAO)の自い塊、ジフェニ

ルアルシン酸 (DPAm、 フエニルメチル

アルシン酸が検出されました。これらは

旧海軍が製造した毒ガス、特薬 2号 (あ
か剤)の原料であるフェニル亜砒酸に自,
来するものです。

かつて野ざらし、毒ガス原料入 り
ドラム缶 500本

土壌除去作業が行われた場所では、毒

ガス原料であるフェニル亜砒酸=注 2
入りのドラム缶500本 (約 50t)と
いうとてつもない量の毒物が、かつて野

ざらしのまま放置されていました。陸上

自衛隊第一師団 (練馬)化学除洗隊々員
64名が処理にあたり、横須賀武山まで
運び、太平洋に投棄したとの記録が残つ

ています。 1968年 (昭和43年)の
ことです。戦后23年間も工場 (当時は
共同化学平塚工場)のすみに野ざらしの
ままだったにもかかわらず、当時除去し

たのはドラム缶だけで、汚染された土壌

や地下水に対して国も、市も何一つ対策

はとりませんでした。それから40年、
戦后 60余年たった今日、ようやく土中
の毒ガス原材料、汚染土壌約 2千 トンが
処理されたとぃぅことです。それも市民

に説明することなく。・・。

汚染された土壌(地下水は長いこと放
置されたままでした。平塚市では井戸水

を長いこと飲用で使つていました。住民

の健康被害はないのでしょうか、国も市

も、このことなどぅ考えてい.るのでしよ

うか。

注2 亜戦駿とは
亜砒酸は、かって4大会害と言われた
土呂久鉱山

´
(宮崎県高千穂)慢性砒素中

毒の原因となった猛毒です。土壌・地下

水を汚染、人と環境にはかり知れない害

毒をもたらしました。戦争中、土昌久鉱

山では毒ガスの原料として亜砒酸は増産

され、鉱山労働者はもとより、地域住民
への慢性砒素中毒は拡大されました。茨

城県神栖町の数百名に及ぶ砒素中毒もこ

の毒ガス原料の地下水汚染が原因です。

亜砒酸は「くしやみ剤」とも呼ばれ、
陸軍「わか剤」海軍の「特薬2号」「S剤」
の原料であり、又、ルイサイト (死の露
とも呼ばれ恐れられていた)「ただれ剤」
の原料にも使われました。

市民に知 らせない処理作業内容

(株 )・ 三共化成の事業所内土壌処理作

業内容については、環境省、平塚市とも

に一度も市民に説明会を開いていません。

工場内の作業で一般市民には関係ないと

言わんばかりの態度に終始しました。無

害化処理施設も、方法も何も知らせず、

さあ無害化しました、安心ですと果たし

て言えるのであろうか、熱処理をして有

機砒素を無機化しても、砒素そのものの

毒性を無害イヒすることは現在の技術でまま

不可能なことです。無書化=無毒化では
ない。

2千 tも の汚染された主壌を何十台

のトラックが日中、平塚の公道を走り廻
り、何処に向かつたのでしょうか、現場
の脇は平塚総合公憂です。市民の憩いの

場ともなつている場所です。

環鏡省に情報公開開示請求すれば、黒

く墨に塗られた書類の東が私共に渡され

ました。黒塗りの理由は処理事業を行っ

た法人事業者。(株)鴻池組の技術情報だ

から開示しないというも
・
のでした。無害

化処理したと称していますが、いったい

どこで、どの様に処理されたのか、最終

処分はどのようにならたのか、検証のし

ようがありません。約 8億円の税金の使
われ方を私たちは知る権利があります。

環境省、そしてただ言われるままに傍

観していた市当局。生命に関わる重大な

問題で市民生活の安全を脅かし、多額の

税金を投入したあげく、何の説明も行わ

ない行政の責任 |ま重大であり、私達は改

めて追求しなければなりません。

私達は平塚市が海軍の毒ガス、イL学兵

器の研究開発、製造の中枢地区であつた

という戦争の負の遺産のある街である事

を深く認識し、今も、これから先も注視

し続ける意志を持ち続けなければならな

いと思います。

こ鶴》`)

「海軍技術研究所科学研究部J跡に立つ碑

にネ爾鉄フ



押卿 :曝のまま拝中央にゎ
る寒川町の高速道路工事現
場で、1自海軍が埋めたとみ
られる議ガス「イベリッ
ト」が入つたビー,レ瓶が掘

り出され、作業員8人に発

奮悟       靡猛
で、戦時中に轟ガスをつく
つていた。
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趣
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本
務
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を

曇
造
す
る
と
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に
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た
景
料
の
護
物

「
フ
ェ
ニ
Ｌ
ル
一皇
磁
酸
」
が
、
こ
の
ほ

Ｃ
神
奈
川
県
平
潔
市
内
の
化
学
工
場
跡

か
ら
多
量
に
発
見
さ
れ
た
。
陸
上
自
衛

豚
で
十
日
に
撤
去
し
、
十
五
日
に
海
中

残
棄
す
る
。　
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瓢

茉

鑽

〓
灌
昴

重
紅
撃
時
中
、
旧
海
重
が
火
薬
や
化
学

寒
長
を
製
遷
し
て
藝
た
化
学
し
さ
つ

ハ廠
）
跡
。

こ
の
化
学
≡
物

「
フ
ェ
ニ
ー
ル
亜
砒

酸
」
は
、
水
に
は
，
」け
に
く
い
が
、
人

体
に
触
れ
る
と
赤
い
し
っ
し
ん
が
で
き

る
ほ
か
、
た
め
た
り
粉
末
を
吸
う
と
死

ぬ
こ
と
も
あ
る
と
い
う
危
険
物
．

こ
の
華
物
は
直
径
約
塵
〇
つ
、
高
さ

五
〇
場
の
小
型
ド
ラ
ム
か
ん
約
五
百
本

に
ぎ
っ
し
り
詰
め
込
ま
れ
ず
約
二
十
三

年
の
問
野
ぎ
ら
し
に
さ
れ
て
い
た
た
め

最
近
ド
ラ
ム
か
ん
が
腐
食
、
中
の
薬
品

が
あ
た
り

一
面
に
散
乱
し
て
い

ヽ
た
。
ｒ
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共
同
化
学
工
業
会
社
は
、
戦
後
ま
も

な
く
大
蔵
省
か
ら
同
所
の
払
い
下
げ
を

受
け

・
た
が
、
そ
の
と
き
日
化
学
工
場
内

に
薬
品
が
置
か
れ
て
い
た
た
め
一
昨
年

七
月
、
同
工
場
を
閉
鎖
す
る
ま
で
放
置

し
て
い
た
も
の
ら
し
い
。
そ
の
後
同
工

場
は
管
理
人
を
置
い
て
あ
る
だ
け
で
人

の
出
入
り
ほ
自
由
】
こ
ど
も
た
ち
が
こ

ん
虫
採
取
な
ど
で
は
い
り
こ
む
こ
と
も

あ
，
た
が
、
．こ
れ
ま
で
事
故
は
起
き
て

い
な
い
。

．
同
工
場
が
開
鎖
し
た
昨
年
七
月
、
エ

ヽ場
側
か
ら
平
塚
署
に
雇
け
出
て
同
署
が

県
警
本
部
に
報
告
、
同
本
部
が
自
衛
隊

に
撤
去
を
要
請
、
こ
の
ほ
ど
同
隊
が
調

査
し
た
と
こ
ろ
劇
薬
と
わ
か
っ
た
た
め

よ
つ
め
く
十
日
か
っ
撤
去
す
る

」と
に

な
っ
た
。

撤
去
作
業
は
陸
上
自
衛
隊
第
一
師
両

諌
馬
大
隊
の
施
設
作
業
隊
員
な
ど
六
十

四
人
が
あ
た
り
、
十
五
日
、
横
須
輩
市

の
藤
中
か
ら
揚
陸
誕
に
乗
せ
、
太
平
洋

の
海
中
深
く
投
葉
す
る
。

な
お
同
工
場
が
開
鏡
し
た
あ
と
管
理

枷

籟

軋

削
し
て
い
た
，
用
％
日
、
深

さ
約
２
～
３
厨
か，
ら
き
い
ビ

行
っ
た
の
が
１０
月
１０
日
．
個

別
に
診
際
し
た
病
院
側
が
、

関
連
に
気
づ
い
て
被
書
の
実

態
を
知
ゆ
だ
の
は
、
発
生
か

ら
１
カ
月
以
上
た
っ
た
１１
月

２
日
だ
っ
た
。

行
政
の
対
応
は
遅
れ
た
。

た
。県

に
よ
る
と
、
そ
の
時
い
・

異
臭
が
し
て
日
っ
ぱ
い
煙
が

立
ち
ご
め
た
よ
う
な
気
が
し
¨

た
、
と
作
業
員
ら
は
話
し
て

い
る
。
直
後
か
ら
涙
が
出
た

り
、
せ
き
が
出
た
り
し
、
５

赤
く
な

一っ
た
。
１。
月
７
日
ま
で
に
は

．水
ぶ
く
れ
が
で
き
、
び
ら
ん

懸

磐

だ

。

４
人
が
北
里
大
学
病
院
に

え
る
」
と
県
は
言
う
。

竃

穏
町
な
ど
の
資
料
で
は
日
海

軍
工
廠
は
広
さ
約
７。
万
平
方

厨
。
約
３
０
０
人
が
寒
ガ
ス

製
造
に
か
か
わ
っ
て
い
た
。

町
曇

３

喬

霊

研

醒
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毅
錘
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二
一
記
事
に
よ
る
と
、

・ゴ
ム
か
う
ば
や
長
靴
、
防
毒

マ
ス
ク
を
着
け
て
作
業
し

た
。
そ
れ
で
も
吸
い
込
ん
で

死
者
が
出
た
。
河
中
さ
ん
も

気
管
支
ぜ
ん
そ
く
な
ど
イ
ベ

リ
ッ
ト
の
後
遺
症
に
苦
し

み
、
Ю
歳
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亡
く
な
っ
た
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最
盛
期
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ヽ
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０
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製
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し

た
と
さ
れ
る
が
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廃
棄
処
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に
つ
い
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よ
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か
ら
な

い
。
苦
見
義
明
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中
央
大
教

授

（日
本
現
代
史
）
は
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部
分
は
米
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押
収
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沖
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捨
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る

が
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で
の
予
定
で
東
京
・
縦
馬
の
陸
上
自

衛
隊
化
学
除
染
隊
員
た
一２
ハ
十
余
人
が

”一〔車”締謝わ蹟̈
譜
籐

警
な
看
い
。
島
添
塁
幣
　

‥
／

が
あ
る
ま
で
こ
ん
な
肇
物
が
放
置
さ
れ

ｉ
Ｊ

て
い
た
と
は
ま
っ
た
く
知
ら

な

か

っ
／

■

笙

ふ

ぞ

電

び
　

　

・

赫

来
て
処
理
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
フ
ェ

エ
ル
・
ア
ヒ
酸
は
毒
ガ
ス
原
料
と
い
わ

れ
、
水
に
は
と
け
な
い
問
影
物
だ
が
、

人
体
に
触
れ
る
と
は
だ
が
荒
れ
有
書
な

た
め
、
沖
の
海
中
に
投
棄
す
る
．

こ
れ
は
終
戦
で
火
薬
廠
が
閉
鎖
さ
れ

た
と
き
小
型
ド
ラ
ム
カ
ン
数
百
本

（約

毒
ン．）垂
錠
２
口放き
さ‐一い

れ
、
そ
の
織
共
同
化
学
が
構
内
の
す
み

〓
磁
ノ

％
華

箋

型

ん

と
き
平
塚
署
へ
こ
の
始
末
に
つ
い
て
届
一
゛
ム

け
た
の
で
、ヽ
県
警
が
自
衛
隊
に
処
理
を

賛
で鷲
．　
　
　
　
一琴

「周
辺
に
も

′か
」

「

つ
て
い
た
の

纂

鷺

韻

難

長
の
波
に
の
っ
て
、
企
業
を

誘
致
し
て
き
た
。
町
幹
部
は

ヽ
「何
か
出
て
く
る
か
も
し
れ

な
っ
裁
商
嘩
」
盤
【
鄭
準
（
豪

は
」
と
驚
く
。

建
物
や
道
路
の
下
に
埋
ま

い
」
と
し

査
は
し
な

で
対
応
し
て

彎

イ
ペ
リ
ッ
ト
　
皮
膚
が
た
だ
れ

性
の
霧
ガ
ス
。
・第
ユ
‐次
大
蔵
申
に
ド
イ
”

一が
初
め
て
使
っ
た
。
粘
膜
を
刺
激
し
い

い
、
ど
う
し
て
い
い
か
わ

ら
な
い
」
。
防
衛
庁
は
一
対
「

住
宅
地
は
調
査
嗜
ず
鯉
拌

会
議
が
で
き
た
の
は
今
月
１３

ビ
だ
，
た
一
国
交
省
が
道
路

用
地
と
掘
削
作
業
で
出
た
残

土
置
き
場
に
範
囲
を
限
定
し

て
調
べ
、
見
つ
か。
つ
た
イ
ベ

リ
ッ
ト
は
民
間
企
業
に
中
和

割
な
ど
で
化
学
処
理
さ
せ
る

こ
と
な
ど
を
決
め
た
。

で
は
な
い
趣
ば
と
、
・工
廠
跡

地
全
域
の
記
査
と
処
理
を
求 いる

筵砕磯鍍》
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対象区域は破線

5m

隕
「
地
面
」
の
機
置

危
険
物
の
除
去
作
業
を
行

っ
て
い
た
国
土
交
通
省
関
東

地
方
整
備
問
は
、
予
算
の
制

度
上
、
今
月
末
ま
で
し
か
Ｉ

攘
で
き
な
い
。こ
の
た
め
『
必
．

瞬
最
小
限
」
め
安
全
対
策
と

し
て
、
不
審
瓶
が
集
中
す
る

響
一
区
域
を
特
定
し

「
彎
爾
の

安
全
化
措
置
」
を
行
う
て
き

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
鏃
さ

れ
、
周
圏
雑
フ
エ
ン
ス

が
設
け
暮
れ
た
不
審
氣

の
発
見
現
場

＝
平
塚
市
繭
八
幡
１
７

ｈ

ｉ

予
節
と
い
う
が
、
公
共
事
業

削
減
の
畷
向
は
強
受

「単
独

庁
舎
か
合
同
庁
舎
か
。
結
論

は
出
て
い
な
い
」
と
開
難
地

力
整
備
局
．

圭
面
を
ア
ス
７
■
ル
ト
舗

艦
し
た
現
場
は
四
月
以
降
、

則
機
雀
僻
群
限
醗
暮
殺
勁
な

籠
騨
サ
燭
椰
平
塚
市
は
間
劇

施
設
の
臨
時
駐
車
場
と
し
て

借
用
を
申
し
出
る
方
針
だ

が
、
「
現
状
で
漱
住
民
の
朴

安
は
消
え
な
い
。
合
同
庁
書

嘆
般
が
安
全
の
証
明
に
な

り
、
国
に
餞
識
を
強
く
要
望

ｂ
て
い
く
」
と
強
調
す
る
中

陶
推
側
の
球
出
ず

昨
年
四
月
以
降
、
現
場
で

発
見
さ
れ
た
厚
癬
瓶
隠
計
圏

百
七
十
六
本
．
嚇
い
う
ち
百

五
本
か
ら
青
戦
が
機
祟
さ
れ

て
い
る
．

荷
酸
ぬ
多
く
は
蝉
径
七

・

五
琴
鵜
度
の
球
状
瓶
か
ら
捜

知
慶
お
ｔ
斑
年
　
十嚇
↑
総
鰯

¨

化
学
学
積
晨
で
有
織
青
■
ｎ

一

姜
の
曲
鯉
滞
力
委
赫
＝
麟

一

「宰
■
織
職
は
備
た
．
驀
浄

一

軍
め
陸
戦
燕
署

「
■
拳
馨
」

一

を
ま
ね
て
靭
造
し
た
の
で
一

は
」
と
推
測
。
　
　
　
　
　
一

覺
饉
硫
醸
も
機
轟
、
機
麓

も
さ
ま
ぎ
素
ぶ
た
め

「
肯
餓

で
の
穀
癬
と
と
も
に
続
数
に

よ
儡
発
罐
や
や
け
ど
の
効
囃

一

徹
鶴

り
て
妻
験
を
経
り
返

一

し
、
戦
後
に
過
議
し
た
」
と

一

み
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

だ
が

「事
付
け
儡
証
書
は

一

な
く
、
爛
枠
の
機
域
を
出
な

一

い
」
と
も
。
当
時
の
社
紀
を

ひ
も
と
く
に
赫
関
係
者
●
新

識
樹
が
必
要
だ
が
、
旧
相
餞

褥
軍
工
廠
に
『
．い
て
研
究
し

て
き
た
平
塚
市
博
物
館
的
上

丼
構
畿
爵
は

、̈こ
れ
以
上
は

難
し
い
の
で
は
」
と
話
し
て

炸
彰
蜀
鍼
鱚
「絋
瞼
勒
踪
』

旧
欄
模
海
軍
工
廠

争
」

う
し
ょ
う
）
化
学
実
験
部

跡
地

（
平
塚
市
西
八
幡
）

の
不
審
瓶
問
趨
で
、
専
門

象
で
つ
く
る
国
の
有
識
構

袋
員
会
が
二
十
日
間
か

れ
、
現
場
で
の
安
全
化
描

置
の
終
了
を
確
認
、
「
安

全
宣
書
」
を
行
っ
た
．
跡

地
は
四
月
か
ら
財
務
省
に

移
管
さ
れ
、
喘
爾
は
平
塚

市
の
臨
時
駐
車
場
と
し
て

押
層
ざ
才
ξ
麟
通
し

国
土
交
通
蘭
横
浜
営
機

義
務
所
に
よ
る
と
、
昨
年

十
二
月
か
ら
１■
月
ま
で
の

危
険
物
作
業
で
、
計
幽
芦

四
十
五
本
の
プ
ラ
ス
議
が

発
見
さ
れ
た
。
三
百
八
十

五
本
徹
躍
地
で
畿
壌
♭
た

上
で
分
析
、無
害
化
処
理
．

ラ
Ъ
面
甲
本
淋
ら
簡
鹸
が

聯
悧
ぜ
■
■
ヵ
　
一、
フ
ぅ

―
ド
と
ル
イ
サ
イ
ト
は
検

出
さ
れ
な
か

っ
た
。

機
削
土
は
浸
選
防
止
撫

戯
畿
行
け
埋
め
礎
し
、
敵

Ｆ地
全
爾
を
プ
ス
ソ
プ
ル
■

・繭
装
、
当
面
め
安
全
化
機

置
を
経
丁
さ
せ
た
。
費
用

は
約
十
億
円
。

こ
の
問
題
で
は
、
国
の

た
。「闘

爾
」
と
は

「掘
り
返

塞
応
い
醍
り
安
全
」
と
い
う

も
の
中
終
戦
前
後
の
詳
し
い

拭
灘
が
分
か
っ
て
お
ら
ず
、

完
全
に
危
険
物
が
齢
畿
さ
れ

た

「
個
久
的
な
安
全
」
■
ガ

現
す
儡
銀
は
数
地
内
す
弔
∵

幕
感
制
し
な
り
鶴
ば
な
山
一尊

勢
の
が
実
情
だ
．

財
消
え
な
椰
不
安

建
設
部
予
定
さ
れ
て
い
た

の
は
、
平
塚
税
藩
書
と
平
暉

労
働
基
準
監
督
署
、
平
塚
騰

共
職
難
安
定
所
が
入
臓
す
儡

平
啄
第
二
地
方
合
同
庁
台
中

し
か
し
建
設
の
た
め
の
制
の

予
算
は
■
●
●
三
年
度
が
最

・

終
年
度
で
、
い
っ
た
ん

「
白

一

紙
」
に
一展
さ
れ
轟
”　
　
　
　
一

新
た
に
予
算
化
さ
れ
尋
め

一 ゛
擬
臓
雀
撻
落
工
薯
ヰ
こ

昨
年
四
月
、
地
中
か
ら
事

癬
な
方
テ
ス
瓶
が
見
つ
か

り
作
業
爵
二
人
が
頭
端
を

講
え
低
酸
繁
血
症
と
診
断

暮
れ
た
。
旧
海
繁
に
よ
る

化
学
兵
器
の
可
能
性
が
高

い
た
綸
、
隣
去
作
業
が
続

け
ら
れ
て
い
た
。

職
繁
耕
一

平
塚
の
旧
海
軍
工
廠
実
験
部
付
近

井
戸
水
か
ら
有
機
ヒ
素

環
境
省
は
五
日
、
平
塚
市

西

八

幡

の

旧

相

模

海

軍

卦
朧

化
学
実
験
部
跡
地
付

近

の
七
カ
所
の
井

戸
水
か

ら
、　
一
拐
当
た
り
〇

・
〇
〇

三
１
０

・
二
九

一
が
好
の
有

機
ヒ
素
化
合
物
を
検
出
し
た

と
発
表
し
た
。
こ
れ
を
受
け

て
、
同
省
と
県
、
平
塚
市
は

同
日
、
周
辺
の
丼
戸
水
の
飲

月
中
止
を

住
民

に
周
知
し

た
。
同
省
に
よ
る
と
、
七
カ

所
の
う
ち
五
カ
所
で
環
境
基

準
を
超
え
て
い
た
。

一
カ
所

の
井
戸
水
は
飲
用
さ
れ
て
い

た
が
、
「
環
境
基
準
値
内
で

た
だ
ち
に
健
康
に
影
響
を
及

ぼ
す
恐
れ
は
低
い
」
と
い
う
。

同
省
は
検
出
さ
れ
た
有
機
ヒ

素
化
合
物
の
特
定
を
急
ぐ
と

と
も
に
、
汚
染
原
因
を
調
べ

て
い
る
。

同
省
は
全
′年

一
月
か
ら
跡

地
周
辺
約
五
十
七
西

二
千
平

方
肝
を
対
象
に
環
境
調
査
を

実
施
。
そ
の
結
果
、
二
月
下

旬
に
採
水
し
た
井
戸
水
か
ら

一
腸
当
た
り
〇

・
〇
〇

一
〆

τ
の
有
機
ヒ
素
化
合
物
ジ
フ

ェ
ニ
ル
ア
ル
シ
ン
酸
を
検
出

し
た
。
こ
の
た
め
、
周
辺
に

存
在
す
る
三
百
十
六
カ
所
の

丼
戸
水
の
調
査
を
進
め
て
い

た
。

（
大
糠
　
和
久
）

こ霧享〒』



1獨相模海軍工廠は、イペリット爆弾等の化学兵器や火工兵器の本格的な量

産を目的に、海軍技術研究所の化学研究部から昇格した工廠であり、その本

廠を現在の寒川町一之宮に置くとともに、寒川町の本廠以外にも、化学実験

部 (平塚工場)を海軍技術研究所に置き、海軍技術研究所を引き続き使用す
ることとなった。防衛庁防衛図書館所蔵資料では、寒川町の工廠の名称は相

模海軍工廠寒川本廠と、平塚の化学実験部の名称は相模海軍工廠平塚工場と

されており、その建物配置図は、次のとおりである。

相模海軍工廠寒川本廠建物配置図

総敷地面積 704,000m2

旧相模海軍工廠I

種楳諄票翼廠平塚工場建物配置図

場

蓑□
場
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日本軍本■_m衛配置図

された汀線陣地配備図)

所所蔵)

相模川に沿って_L陸侵攻する敵に対し、
汀線及び内陸部に多数の部隊を配備し、
江の島・鎌倉山と大磯 (千畳敷山)の重
砲によって側ricか ら攻撃しようとしてい
たことがうかがえる。

第鶉軍各師団配備図 (防衛研修所戦史室
『本土決戦準備1』 付図2)

第
"軍
の作戦地域は、北鎌倉駅―杉闘を

連ねる線以南の三浦半島・横浜市及びり||
歯キ市を除く神奈川県域と富士りiI以束の静
岡県域、及び注鬼l及び合流点以東の多摩
川以南の東京都にまたがる地l_Rで、ここ

に第84師団 (師 l・
II長、佐久間為人中将

通称「突部隊」、1)疇7月 6日 大阪で編
成、小田原に司令都)、 第140師団 (師団
長、物部長鉾中将 通称「護東部隊」、
1,5年 2月 _98日 東京で編成、片瀬町に司令
部)、 第316師団 (師FNfl長、柏徳中将、5月

お日京都で編成:伊勢原にr・ l令部)が配
備された。

(湘南地域に配備

(防衛庁防衛研究

第
"軍
司令官赤柴八重蔵中将

(18944～ 197年 )

敵侵攻を相模湾正面と確信し、汀線ri地

の構築を指令した。戦後は神奈川地区終

戦業務続常1委員長としてマッカーサー率
いる連合軍の進駐を受け入れる警備にあ

たった。(赤柴元五郎氏提供)

ヽ
　

　

　

一

〈′ヽ
ｔヽ・ヽヽ
・＼

′ 。崎ケ釜

ゝ′1

._2~_

じ
ぽ　
夕
′／・む

ね

｛政　ご
・

赤柴司令官「昭和二十年53A重要日誌」

(赤柴元五郎氏提供)

赤柴八重蔵第
"軍
司令官は19嘔年敗戦まで

日々 綴った日誌を残している (赤柴元五郎

氏所蔵)。 ここには赤柴司令官の相換湾防

衛に奔走する活IJ」がつぶさに記されおり、

7月 17日 、18日 の項には平塚空襲や杉Ll1 7L

陸相の龍口寺へのIJt察 などの記述がある。

急́囁/.:

2イ 日本の本土防衛 第 1準 本土決戦と藤沢
 |
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2003年 11月 環境省は「旧軍毒ガス弾等に関する

全国調査結飛 をとりまとめ、国内 138事業謗 表。

更に今年になつて 7ケ所の新規事案を追加、合計
145ケ所が、毒ガス保有・廃棄関連施事案とされ調査

を行なつているという。国は閣議決定(2003年 12月 )

で「遺棄毒ガス問題を各省庁あげて全力で取り組む」

としたが、はたしてそうであろうか。

寒川 ,平塚は国交省の工事現場、おびただしい量

の毒ガス(びらん性毒ガス、イペリット、ルイサイト、数

死性の青酸等)が発見され、負傷者も寒川で 11名、

平塚で 3名出ている。現場はとりあえずの無害化安
全宣言がなされたにすぎず、恒久的な安全宣言では

ない。国交省の工事現場の一部地域のみであり、平

塚市が求めた「恒久的な安全対策J要望書は、国交

省の窓口にたなざらしのまま今もつて回答はない。負

傷者に対する医療体制も補鶴 、ほとんどなされてい

ない。(個別の労災適用)のが現状。茨城県神栖町

の毒ガス被害の深刻さに対し、国の対応は“ひどい"

の一言。高濃度の毒ガス成分、ジフェニルアルシン

酸有機ヒ素化合物を飲料水として飲んでいた数百名

の住民の健康被害に対し、認定・未認定と線引きを

する制度を作り、多くの健康被害者を無視する政策

を行なっている。補鶴 含めた医療体制の不備は被

害者とその家族を含む関係者を絶望のふちに追い

やつている。

池子の森にあった毒ガス充填工場

環境省は今年3月 、国内における毒ガス弾等に関

する総合調査検討会 (第 12回)を開き、新規事業とし

て7ケ所を追加発表した。その中に横浜市(横須賀海

軍航空部第 2工廠造兵部谷戸田注填工場)の事案
がある。現場は、逗子市と横浜市にまたがる「池子の

森」、海軍の倉庫弾薬庫があり、戦後米軍に接収、弾

薬庫として使われていたが現在は逗子市側に米軍

家族住宅が建っている。谷戸日は池子の森横浜市

大浦側にあり、現在米軍住宅増設計画が進められて

いる場所でもある。ここには海軍第 2工廠造兵部谷
戸田注填工場があり、相模海軍工廠で作られた毒ガ

ス原料を各種砲弾、弾薬に充填、毒ガスは特薬 1号

(催涙)、 2号 (嘔吐、あか)、 3号 (びらん、イペリット)
等である。現場は丘陵地帯の森、谷戸には弾薬庫と

して横穴があり、地下工場としての地下壕もある。こ

の掘削作業は敗戦後まで続き、未完成のものも多数

ある。強制連行された朝鮮の人達、徴用工、学徒が

強制労働させられた。

池子の森の連子久木地区には環境省、逗子市の

事案 (神奈川県 14-8)があり、久木 1号倉庫には「手

投催涙弾甲」大4,000発、小 6,000発催涙筐 25個を

保有とあ魏 久木 l号倉庫は、「横須賀海軍軍需部引

渡目鑓 の配置図に示され手いるにも力勁 わヽらず、未

だ確認されていない。更に運子市、横浜市の事案

(神奈川県 14-11-3)には、池子にあつた海軍軍需部

に相模海軍工廠で作つた6番 1号爆弾、(60kgイペリ

ット爆弾)が 2,496発保有、他に中日径砲弾用型薬
缶(2号特薬、あか、催涙)がぁる。相模海軍工廠の

技術大佐は3号特薬 (イペリット)を瀬谷、池子と大分
県耶馬渓の綱窟に貯蔵したと自著に記している。今

回発表された新規事案「福島県内の事案Jにも元相

廠工員の証言として「戦後、割 ||からイベリット200蛇

入りの容器を福島県南部山中の大きな隧道に運び

入れた 本数はトラック10台分ぐらい」   ,
国際法違反の毒ガス製造を隠蔽する為に軍は海

に、川に、山中に隠した。又、本土決戦用に作られた

毒ガ不兵器も各地の地下壕に隠されたままになって

いる。現在特殊地下壕調査が行われているが、陥没、

落盤の危険性に加え地下壕内の毒ガス兵器、原材

料の発見調査をするべきではないか。神奈川県は本

土決戦用に多くの地下壕が作られている。(県発表

592イオ再斤)。 1

み 、2
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(隠匿された毒ガス兵器)県内毒ガス関導19ケ所:
環境省によれば神奈り|1県内には 19ケ所の毒ガス

保有、廃棄関連事案が有ると云う。

(環境省作成「旧軍毒ガス弾等に関する全国調査

結果、フ芽ローアップ調査報告書(2003年 11月 )」国

内 138事案、その後の総合調査検討会での追カロ事

案7件、合計 145事案(2005年 3月 )〉

県内 19ケ所の事案(環境省分類)
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